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商
品
群
に
封
ず
る
需
要

組
四
五
十
五
巻

富
三
回

静
五
抗

回

群

封

す

商
I C' ロ

ロ日
ヒ

ツ

ク

月
日寸

護
資
本

闘
す
る

つ
の
発
(l 

書

る

需

要

青

秀

夫

山

議
論
会
慢
の
前
提
と
し
て
、
先
づ
る
ら
か
じ
め
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
に
つ
い
て
説
明
を
加
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
使
宜
上
、

消
費
者
白
静
理
的
均
衡
に
つ
い
て
と
れ
を
論
や
る
。

い
ま
或
る
特
定
D
消
費
者
を
考
へ
る
。
伎
が
選
揮
し
得
る
消
費
封
象
が

η
種
類
あ
る
と
し
て
、
と
れ
に
ー
か
ら

n
ま
で
の
帯
披
を

科
目
を
以
で
此
の
消
費
者
が
所
有
す
る
第
包
番
目
の
財
の
数
量
を
表
は
す
。
更
に
此
の
第
-
包
番
目
の
財
に
つ
い
て
市
揚
で
成
立

っ
け
、

す
る
債
格
仰
を
と
し
、
此
の
仰
は
上
記
の
的
の
大
さ
と
濁
立
で
あ
る
と
す
る
(
完
全
競
争
の
前
提
)
。

さ
て
此
の
個
人
は
一
定
の
「
貨
幣
所
得
」

M
を
以
て
市
揚
に
現
は
れ
、
而
し
て
此
の
貨
幣
所
得
を
刺
す
と
と
る
左
〈
、
上
記
の
組
問

種
類
に
亙
る
諸
商
品
。
自
民
入
れ
に
支
出
す
る
と
す
れ
ば
、
巴
己
に

+
守
主
リ
ミ

在
る
閥
係
が
成
立
す
る

(ZL同
E
Z
E
C
Oロ
)
。
い
ま
吾
々
は
、
此
の
消
費
者
が
欲
望
満
足
白
極
大
を
求
め
て
行
動
す
る
と
仮
定
す
る

が
、
此
白
極
大
白
遁
求
は
此
の
ネ

I
。へ
V

4
デ
ィ
ン
グ
ン
グ
一
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
今
、
此
の
消
費
者
白
投

(

同

)

』

O
R
M
+』福
岡
匂
泊
十

用
函
数
を

以下本節目茸明は Hicks:Value and Capital， 1939の最初白三章白摘要であ
る。詑明白檀裁は大韓毛(TMathematical Appe-ndix目最初回十節 (pp.303-
313.)に従った。補誌を要する動も少〈ないが、 ζ 誌では敢て立入らない。
此白賞骨子所得 LVIはさし宮 p、究白二つ白性質量満足するも D でなければなら

1) 

2) 



(

回

)

?
A
f
f
・-

主

-
と
す
れ
ば
、
そ
の
均
衡
の
位
置
は
、

μ
を
ラ
グ
ラ
ン
デ
ュ
白
未
定
係
数
と
し
て
、
補
助
函
数

ー
な
(
民
l
恥

3)

の
第
一
吹
微
分
が
零
と
た
る
と
己
ろ
に
定
主
る
n

郎
ち
、
仰
と

(
品

)
S
H
h
h冨
一

直

F
Z
H
恰「〕

「

q
u
q
a

」

冒
と
を
満
足
す
る
諸
々

D

Z

D
組
合
せ
に
於
て
殻
加
の
棋
大
が
得
ら
れ
る
(
加
重
さ
れ
た
る
限
界
致
用
。
均
等
白
法
則
)
ロ
勿
論
町
内

を
満
足
す

z
z
lヨ
ム
ピ
ナ
チ
オ
y
k
於
て
妓
用
は
必
や
し
も
極
大
で
は
泣
い
(
極
小
島
も
知
れ
な
い
、
轄
と
。
然
し
、
此
の

?
1
ヨ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
に
於
て
、
保
件
仰
に
従
ひ
っ
つ
、
上
記
の
補
助
函
数
mw
白
第
二
次
微
分
が
負
左
る
揚
合
に
於
て
は
、
た
し
か
に
此
の

(

臼

)

組
合
せ
に
於
て
殻
用
は
極
大
で
あ
る
。
い
ま
正
口
々
は
此
の
放
用
概
大
白
た
め
の
充
分
傑
件
を
消
費
者
均
衡
の
安
定
傑
件
と
呼
ぴ
、
，
さ

ら
に
致
用
回
数
仰
は
い
た
る
と
と
ろ
此
の
安
定
僚
件
を
満
足
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
弘
。

消
費
者
。
均
衡
の
位
置
は
か
〈
の
如
く
に
し
て
定
ま
り
、
そ
白
個
人
的
需
要
(
乃
至
供
酷
)
は
か
〈
の
如
く
に
し
で
決
定
さ
れ
る
。

し
か
ら
ば
次
に
、

ω上
記
白
所
得
M
が
(
然
も
そ
れ
だ
け
が
)
帥
出
動
し
た
揚
合
、
向
或
る
特
定
。
財
の
債
格
仰
が
(
輯
も
そ
れ
だ
け
が
)
縫
動

し
た
揚
合
、
此
の
均
衡
の
位
置
は
如
何
に
榔
位
し
、
諸
財
に
封
ず
る
個
人
的
需
要
は
ど
う
動
〈
か
、
を
考
へ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
そ
の
容

へ
は
、
上
記
の
均
寝
件
仰
及
誌
を
そ
れ
ぞ
れ
、

M
又
は

m
E
つ
い
て
、
微
分
し

τ、
民
主
は
[
伊
を
求
め
る
と
と
に
よ

t

白

山

足

也

'Mt

抽
出
め
記
就
同

u
q
Gを
次
の
や
う
に
定
め
て
置
く
の
が
便
宜
で
あ
る
。
先
づ

s つ
11 て

Flp? 
:0 

z 由ミ
日
」そ

耳 1，，，の
EP雪
と 吉己

しず
で任
、両

突っ
fr. L 

商
品
群
に
劃
ナ
る
需
要

帯
五
十
五
巻

王
三
五

第
五
抗

四

由。(;)諸々の pに封しでそれが independentであると主。 (ii)幸世間(乃里は
そ目指数)uは M 回大さに independentであるいこと。
此白冊目し選擦の現諭1 白幾何的説明並びにそれが設用の可測性を前提 Lt.tv、
ことについては、高同教授L第二極梼串概論， pp. [69-173劃問。
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商
品
群
に
劃
ナ
る
需
要

(

閉

)

o 

，~ 

f

・

・

凶

h
掴

Eミ
ド

q 
11 

同
ム
白
山
戸
悼
h
M
凶

尚

h
M
M

‘a
a

-

-

a

'

・
両
h
R
H
歯

両
h
m胸
骨

品

N
M

両
h
N
M

-
~ 
'; 

史
ヨ
信
事
』
民
話

淀
曲
面
函

円
山

H
B
F
E
2
0町
、

5

5

q

同
計
九
川

S
F
n
E
H
色
、
書
、
百
円
『

と
す
る
。

(
勿
論
U
は
劃
穂
行
列
式
で
あ
る
o
v

体
五
十
五
巻

傍
五
掠

E 

~ 
J、

四
四

然
ら
は
、
上
記
の
計
算
に
よ
っ
て
、

白

3

3

U
国
1
H

、-q
l

由
旬
、

h
h
q
f
k
g、

l
E恥
l
H
I
S
-
-刊
寸

l
↓
l
d
1

で
あ
"
向
。

E
れ
に
於
て
m
w
D
右
越
は
注
目
を
要
す
る
。
そ
の
第
一
項
は
、
附
刊
を
周
慮
し
て
、
債
格
闘
世
動
に
よ
る
資
質
所
得
の
鐙
動
が

も
た
ら
す
と
こ
ろ
り
需
要
費
化
、
印
ち
所
得
放
呆
(
目
8
2
0串

εの
項
で
あ
る
と
と
が
知
れ
る
。
と
れ
に
剖
し
て
第
三
項
は
、
債

格

h
D
鐸
動
に
よ
る
諸
商
品
開
白
相
封
債
格
白
務
動
に
臆
宇
る
需
要
の
愛
化
、
印
ち
代
用
殻
田
端
(
臣
官
民

E
Eロ
m
F
E
}
の
項
で
あ
る
。

(

司

)

(

叶

)

い
ま
此
白
代
用
数
呆
白
項
を
凶
紅
、
で
表
は
し
、
更
に
そ
の
封
稀
性
を
刷
慮
し
て
、
「
財
包
と
財
J
と
の
問
白
代
用
の
項
」
と
呼
ぶ
と
と

(

∞

)

 

ム
」
す
る
。
此
の
E
と
を
一
暦
明
瞭
に
、
表
示
す
る
た
め
に
の
を
審
膏
改
め
て

由
h
司
4

申
告
企

l
i
!
H
1鈴
|
|
い

l
+
♂

ぎ

民

自

民

刊が意味する主とるはI!tのJlJ1有量であ費、従つで (6)(7)出血るものは差営
P此四所有量白費動車に過ぎない。鼎し需要量は所有量マイナス初期所有量
に等k<:0然も桓型所有量は所得 M 及び債格p，と independentである。従
って(6)(7)は需要量由担割唱をも奥へると解して差支へr<'、。伺吾々は此由

4) 



の

と
す
る
白

此
田
所
謂
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
に
於
て
、
第
一
項
の
ト
ぽ
「
は
一
般
に
正
で
あ
る
が
時
と
し
て
負
と
左
る
己
と
も
不
可
能
で
は

〉

町

』

同

た
い
〔
劣
等
財
の
場
合
吋
G

弐
に
、
第
二
項
目
代
用
数
目
前
の
項
に
う
い
て
は
、
先
づ
そ
の
疋
負
巳
よ
っ
て
、
二
種
の
財
の
聞
の
代
用
補
完

【
叫

e

o関
係
が
定
義
さ
れ
る
が
、
更
に
、
己
れ
に
つ
い
て
次
の
如
き
六
個
の
性
質
が
一
弔
さ
れ
る
。
(
目
)
州
民
、
日
凶
問
、

r
S
F
-八
o
h
(昌
)

凶
S
M
d
u
o
-
(弓
)
凶
一
切
寄
与
阿
久
o
E
色
邑

5
0
J
Z
J
F自
主

主

M
U

ぜ
♂
〉

0
2
5
5
1・
3
雪

4

5
Hザ
伊

ミ

帥

A
E
E
E託。ロ

2
4
b円
作
剛
一
同
昇
斗
色
、

(2)
一M

M
事
出
回
、
〉
0

(
呈
〈
お
)
が
即
ち
と
れ
で
あ
る
。
と
の
う
ち
‘

-
H
M
L司
"-96+M

仰
い
山
は
、
上
記
白
消
費
者
均
衡
の
安
定
保
件
に
よ
ワ
て

U
及
び
そ
の
小
行
列
式
白
性
質
が
規
定
さ
れ
る
と
と
に
基
づ
い
て
居
り
、
山
川

は
そ
の
結
果
と
し
て
削
を
用
ひ
て
導
か
札
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
)
「
尉

4et
尉
J
と
の
聞
の
代
用
白
項
」
刊
が
正
の
場
合
を
と
る
o
慣
格
h
D
騰
貴
に
謝
し
て
、
時
肋
骨
恥
口
蜘
わ
か
恥
し
ド
、
第
J
番
目
白
日
用
、

謂
ば
ピ
尉
J
D
需
要
は
晴
大
す
る
。
印
ち
そ
れ
は
倒
格
均
四
騰
貴
間
両
を
誘
致
す
る
。
逝
に
《
四
慣
格
下
落
は
、
ん
の
債
格
下
落
傾
向
を
誘
設
す
る
。

か
(
四
如
〈
、
町
が
正
の
場
合
に
は
、
代
用
殺
果
の
み
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
舟
と

h
と
は
共
湿
の
債
格
捜
到
傾
向
を
合
み
此
由
意
味
に
於
て
「
共
極
的
」

(nS司
5
国内
w

宮
再
現
色
〕
可
。
。
岡
正
旦
旦
)
マ
あ
る
左
謂
へ
る
。
同
様
に
し
て
町
が
負
の
場
合
に
は
、
戸
と

h
'と
は
「
反
現
的
」

(
S
E
E
4
E
W
E
F
E官，

言
。
q
s
R
n
E
E
)で
あ
る
と
謂
へ
る
。
ヒ
ツ
タ
ス
は
、
か
〈
白
如
，
ベ
偶
持
共
艶
的
で
あ
る
場
合
を
、

R
E
F
E
E
E語
、
.
又
は

J
=同

τと
一
再
ひ
、
債

格
反
型
的
で
あ
る
場
合
を

R
E目
立
m
B
E
E
4
ョ
と
呼
ぷ
。
か
〈
白
加
、
き
が
、
消
費
白
み
な
ら
ず
、
生
産
そ
白
他
を
も
青
ん
で
、
そ
白
金
構
成
を
一

貫
す
る
と
こ
る
由
、
代
用
関
係
・
補
完
閥
障
の
定
義
法
で
あ
る
。
(
例
へ
ば
「
憤
値
と
資
本
L

第
七
章
に
於
け
る

R
青
島
国
区
己

g自
1
O
B
O
E
E
5三

及
び

J
O
O
F
-
M
E
]
z
r
E
E
E
B
目
、
自
定
義
を
見
よ
。
筒
、
か

f
b如
(
「
代
用
的
」
寸
補
完
的
」
を
「
償
椅
井
渡
的
」
「
憤
格
反
鐙
的
」
で
置
き
か
へ

で
考
へ
る
白
が
便
宜
な
と
と
は
、
市
場
需
要
な
ら
び
に
市
場
均
衡
の
安
定
保
件
目
考
察
に
き
で
議
論
を
選
品
れ
ほ
、
一
層
明
瞭
で
あ
る
。
)

ー

「
或
る
商
品
群
に
於
て
該
群
内

D
譜
商
品
問
。
相
封
債
格
が
挺
ら
白
と
考
へ
得
る
揚
合
、

比
等
白
詩
商
品
は
相
集
っ
て
車
一
商
品

商
品
群
に
封
ナ
5
需
要

岨
伊
豆
十
五
巻

五
三
七

傍
五
脇

四
五

需要量が負 ξなるととを認品る。そ田場合そ白紹謝値は供給量を意味ナ否。
E主icks: ibid. pp_ 31ー-32

高回数授L第二棟商畢概論可 p.I77重量照。
5) 
6) 



商
品
群
に
謝
す
る
需
要

第
五
十
五
巻

五
三
凡

第
五
雄

四
〉セ

を
形
成
す
る
か
の
如
〈
取
扱
っ
て
差
支
へ
左
い
。
」
(
・
・

1
5
F
"
E
B百
百
B
m
cご
唱
。
唱
。
m
g
g
g
a
H
R
H
E
E
こ
u
-
o
E
E
E
E
Z

S
E
E
S
n
v
g唱
些

F
4
0
2
Z
Z
E
E
z
:百
四

-
o
g
E
E
昏
ひ
l
l
fか
〈
の
如
昔
着
限
が
ヒ
ツ
ク
ス
の
「
債
値
と
資
本
」
の
醐
閥
系

構
成
金
慌
を
文
へ
る
重
要
た
文
柱
白
一
つ
で
あ
る
己
と
は
、
此
白
「
古
典
」
を
読
む
も
の
が
、
誰
し
も
、
直
ち
に
気
付
く
と
こ
ろ
で

あ
る
。
例
へ
ば
、
或
る
商
品
群
と
他
白
商
品
群
と
の
聞
の
代
用
と
い
ふ
如
昔
概
念
は
、
モ
白
動
曲
学
的
理
論
に
於
て
た
え
や
吾
々
が
恕

過
す
る
と
己
"
の
白
も
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば

か
〈
の
如
き
商
品
群
は
そ
も
/
¥
如
何
た
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
多
種
類
の
商
品
が
合
成
さ
れ
て
、

一
種
の
商
品

(
P
U
回
開

W
E
E
E丘
町
己
主
し
て
取
扱
は
れ
得
る
、
と
云
ム
と
昔
、
そ
白
新
し
〈
合
成
苫
れ
た
商
品
の
数
量
は
如
何
に
し
て
測
ら
れ
る
か
。

つ
昔
つ
め
で
、
か
〈
白
如
き
商
品
群
の
需
要
に
封
す
る
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式

又
そ
の
債
格
は
如
何
た
る
も
の
で
る
る
か
。
更
に
、

は
、
如
何
た
る
も
り
で
あ
る
か
。

T
|
|
此
等
の
黙
が
明
か
に
さ
れ
る
の
で
た
け
れ
ば
、
商
品
群
と
商
品
群
と
の
聞
の
代
用
開
係
、
或

は
或
る
個
別
商
品
の
債
格
費
動
に
謝
す
る
或
る
商
品
群
(
類
別
尚
品
)
白
需
要
の
医
作
同
率
等
一
々
に
つ
い
て
語

Z
E
と
は
無
意
味
で
あ

ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ツ
ク
ス
は
「
或
る
商
品
群
に
合
ま
れ
る
諸
商
品
の
債
格
が
一
様
K
、
同
巴
比
率
で
、
騰
落
す
る
場
合
、
設
商

品
群
は
恰
も
そ
れ
が
軍
一
商
品
で
あ
る
か
の
如
〈
振
舞
ム
」

(
-
R
Fの
司
乱
告
。
『
開
唱
E
H
V
L
開

OEω
岳
自
唱
吉
宮

E
E
O
官。一句
2
5
3

川
吋

時

E
h
q
S
H
V
。『問。。骨

Z
E
d
o
m】
E
R
E
M『
白
書
耳
担
問
自
問
]
四

E
E
E宮
司
)
と
と
に
つ
い
て
解
析
的
危
説
明
主
試
み
て
は
ゐ
る
が
、
然
し
そ

れ
よ
h

ゲ
も
も
っ
と
/
¥
大
切
左
仕
事
、
帥
ち
商
品
群
需
要
E
つ
い
て
ス
ル
ウ
ヴ
非
イ
方
程
式
を
典
へ
る
と
と
は
、
と
れ
を
怠
っ
て
居

る
。
い
ま
本
稿
に
於
て
五
百
々
が
意
闘
す
る
と
と
ろ
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
が
説
者
に
委
ね
た
此
の
仕
事
を
果
す
と
己
と
に
よ
っ
て
、

E
引
ク

ス
の
理
論
を
理
解
す
る
一
つ
の
鍵
を
提
供
す
る
乙
と
で
あ
り
、
然
も
さ

ι営
り
そ
れ
以
上
に
出
で
る
も
の
で
は
在
い
。

さ
て
然
ら
ば
、
経
済
主
鰹
の
選
揮
針
象
の
聞
に
、
上
記
白
意
味
の
商
品
繋
が
合
ま
れ
る
と
き
、
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
は
如
何
た

】bid.p. 50. 
ibiu. p. 3I~-3 :I3 

I1icks: 
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る
も
白
と
在
る
か
。
便
宜
上
、
前
節
で
取
扱
っ
た
、
静
皐
的
理
論
白
消
費
者
選
揮
の
揚
合
に
つ
い
て
、
乙
白
問
題
を
取
扱
ム
。

η
種
類
あ
っ
た
。

が
‘
所
謂
商
品
群

E
形
成

L
、
従
っ
て
此
等
の
財
の
問
に
於
て
は
つ
ね
に
相
掛
債
格
が
不
愛
あ
る
と
す
る
。

前
節
で
取
扱
っ
た
消
費
者
選
揮
に
於
て
財
D

種
類
は
、

ー
か
ら

η
ま
で
、

い
ま
此
む
う
ち
、
ー
か
ら

m
ま
で

と
己
ろ
で
乙
の
保
件

は
、
記
強
的
に
は
、
何
を
意
味
す
る
か
。

-
5
と
し
、
此
の
町
叫
:

h

の
数
値
は
一
定
に
し
て

今
或
る
特
定
。
相
封
債
格
比
を
と
っ
て
と
れ
を

5
.
s
n
，

置
く
。
此
の
商
品
群
内
の
諸
商
品
は
、
そ
れ
が
如
何
に
激
し
ぐ
騰
落
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
債
格
相
互
聞
に
於
て
つ
ね
に
上
記
θ
相
封

債
格
比
を
維
持
し
左
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
即
ち
、

(

申

}

恒
三
』
M
M

b
s
H
5
5
 

さ
詔

或
は

T
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て

(
H
G
)
 

国
九
日
吋
芸

(
仇

H
]ケ

p
i
-
-
J
富
)

で
泣
け
れ
ば
た
ら
ね
。
勿
論
商
品
群
の
外
に
あ
る
諸
商
品
J
債
格
仰
向
・

に
運
動
す
る
ロ
明
か
に
此
白
揚
合
諸
財
白
需
要
町
は

γ
と
叫
・
・
:
炉
と
の
函
数
と
看
倣
さ
れ
、
此
の
意
味
に
於
て

7
は
債
格
と
似
た

P
 

仰
は
、
か
か
る
傑
件
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
・
泣
く
、
自
由

地
位
を
占
め
る
。

と
れ
が
、
ー
か
ら

m
ま
で
白
商
品
が
商
品
群
を
形
成
す
る
と
い
ム
前
提
白
解
析
的
表
現
で
が
る
。
今
E
れ
を
上
記
白
プ
ぜ
ツ
ト
・

友イ
るク
式エ
t亡 1
麓 γ

形『ヨ
さ---、 y

れ iiMョ (1)
るtz:
泊5E E 
更可〆 Z
tz: ~め
予告t.r
'"柱、
;正喜そ
於十れ
て:は

:+』

qsp
目
見

商
品
群
に
封
ず
る
需
要

四

-1:; 

第
王
十
宜
容

五
三
九

第
五
観

ぞれらの聞に一定問比例閥俸が成立ナる限り、此白酬は如何なるも 0でも
よい。従って出量勘に於ける(問題とナる費動が起る前'0) 債格1"であって
も差支へない。即ち出費駄に於て商品群白償格 γは Z であると考へあわけ
である。

3) 



商
品
群
に
謝
ナ
る
需
要

傍
五
十
五
経

五
回

O

第
五
説

国
F、

(
H
H
)
 

む
H
S
も
-
+
主
主
+

+邑
n
S
N
a

と
置
け
ば
、
プ
ゼ
ツ
ト
・
イ
ク
エ

1
シ

ヨ

V
は
更
は

(
回
目
)

吋

AU+』

01MNi戸
+
'
'
・
+
』
F
F
1
L高

な
る
形
と
な
る
。
此
の
方
程
式
は
、

G
を
或
る
一
つ

D
商
品
の
敢
量
冒
と
者
倣
し
、

T
を
そ
の
債
格
と
宥
倣
し
得
る
こ
と
を
示
す
。
吾

を
以
て
該
商
品
群
の
名
郁
と
も
す
る
J

明
か
に
そ
れ
は
、

総
和
で
あ
る
。
己
れ
に
於
て
ウ
ェ
イ
干
に
首
る
J

叫
叫

々
は
、
此
の
G
を
以
て
、
上
記
の
商
品
群
を
一
つ
の
単
一
商
品
企
看
倣
し
た
揚
合
の
そ
の
商
品
の
量
と
す
る
。

天
A

の
個
別
商
品
目
数
量
を
特
定
の
相
封
債
格
bz
以
て
ウ
エ
イ
ト
し
た

一
度
そ
れ
が
定
め
ら
れ
た
以
上
、
常
数
で
あ
る
が
、

(
倫
便
宜

t
此

D
G

山一は、

x， 
X， 

忽悦

は、

M
及
び
T
そ
の
他
の
償
格
縫
動
に
伴
っ
て
動
〈
可
務
的
た
る
数
量
で
あ
る
。
(
絶
つ
T
商
品
群
に
封
ず
る
需
要
が
「
金
慢
と
し

/

J

て
」
増
加
す
る
か
ら
と
云
っ
て
、
町
向

:--h
円
一
凡
て
が
増
加
す
る
と
は
限
ら
由
。
或
る
も
の
が
部
分
的
に
減
少
す
る
己
と
は
充
分

可
能
で
あ
る
J

r
は
債
格
と
し
て
営
然
騰
落
す
る
が
、
此
D

T
の
値
目
定
め
方
は
、
相
封
債
格
比

3
二
号
:
・

H
E
の
取
り

方
に
鷹
じ
て

一
義
的
に
定
ま
る
。

吾
々
は
最
初
此
等
の
相
針
憤
絡
叫
を
一
定
し
て
置
い
た
か
ら
、

此
の

T
D
騰
落
D
仕
方
も
一

義
的
で
あ
る
o

要
す
る
に
、
相
叫
制
使
格
闘
を
一
度
定
め
て
き
へ
置
け
ば
、

え
た
ら
び
に
そ
れ
に
際
宇
る
該
合
成
商
品
目
所
有
量
(
乃
軍
需
要
量
)

任
意
の
慣
格
献
況
に
於
け
る
合
成
商
品
の
債
格
の
高
さ

G
D
大
さ
は
一
義
的
に
定
ま
る
の
で
あ
る
。
商
品
群
の
債
格

及
び
数
量
を
上
記
。
如
く
考
へ
る
の
が
、
ヒ
ツ
ク
ス
白
理
論
の
理
解
に
と
っ
て
受
賞
で
あ
る
と
、
耳
口
々
は
考
へ
る
。
と
E
ろ
で
か
〈

考
へ
る
揚
合
、
ス
ル
市
ツ
キ
イ
方
程
式
は

E
う
た
る
か
o

士
た
商
品
群
と
任
意
の
個
別
商
品
と
白
聞
の
代
間
の
項
は
ど
う
た
る
か
。

或
は
寧
ろ

E
う
定
義
さ
る
ぺ
昔
で
あ
る
か
。

先
づ
商
品
群
白
使
格
費
動
が
任
意
の
個
別
商
品
に
封
ず
る
需
宴
に
及
す
影
響
を
考
へ
ょ
う
ロ
い
ま
と
れ
を
計
算
す
れ
ば
、



と
た
る
2が

と

の
式
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表t' ↓ 
11:二~日

しデ ヒ，
'----' 

(
H
U
)
 

(
同
串
)

と
す
れ
ば

( 

炉-

'" ) 

K
稜
形
さ
れ
る
。

M
S
U
5
M
M匂
+
5
Mな
+-----F
・5
h
A

割F

以
上
で
定
義
さ
れ
た
限
り
で
は
、

均
は
商
品
群
G
の
債
格
費
動
が
財
J
白
需
要
に
及
す
代
用
放
呆
を
表
す
に
と

E
ま
る
@
然
る

計
算
を
行
へ
聞
い
、

に
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
忙
、
財
j
の
債
格
仰
の
掛
世
話
が
商
品
群
G
D
需
要
に
及
ぼ
す
代
用
数
果
に
等
し
い
己
と
が
示
さ
れ
る
。
費
際

タI~

1巨sEJ望=

7fi? 
富t?
+ 

h
u
E
S
 

E
-
8
1ド
r
+
M
E
M
E、

町
田
同

F
U
M

商
品
群
に
劃
ナ
墨
需
要

俸
五
十
五
巻

第
五
説

E 
四

四

:iL 



商
品
曹
に
劃
す
る
需
要

第
五
十
五
巻

五
回

第
五
抗

五
O 

と
た
り
、
債
格
仰
の
醐
出
動
が
商
品
群
Q

D
一
需
要
に
及
ず
代
用
妓
果
主
均
と
し
て
、
上
記
の
計
算
の
結
果
を

D

E

D

E

‘
 

(同品)計
i
1
3出
畔
+MMC

ム
」
記
す
と
昔
、
と
れ
に
於
て
凶
角
川
凶

HMda
た
る
こ
と
(
封
稽
性
)
が
知
ら
れ
る
。

-
次
に
セ
ッ
ク
ス
が
取
扱
っ
た
揚
合
、
印
ち
商
品
群
の
債
格
の
麓
動
が
該
商
品
群
の
需
要
に
及
ぼ
す
代
用
数
果
白
問
題
を
考
へ
よ

仇
1

ヒ
ツ
ク
ス
の
此
の
問
題
坦
取
扱
ひ
は
些
か
不
手
際
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に

白

む

廿

4

由

E

ω勺
目

恥

ι
E
d引
1

ヨ

習

曲

d
a

弘μ
U

H
M
E
M
I
-
-
r
 

1

1

P

今

白

む

事

事

H
l
む

1
l
+
凶
M
5
4
b
G

由民

I

1

6

怠
る
計
算
を
用
ひ
た
と
と
に
首
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
上
記
の
吾
々
の
考
察
は
そ
れ
上
り
も
一
居
直
接
に

(
H
4
)
 

「

司

令

旬

む

一1
i
l
H
I
C
-
-
ー+凶
2

一

也

吋

白

』

h

e

q

』

連

事一M
G
G
H
M
凶

E
J
M
G

/

r

L

h

u

凶

在
る
結
果
を
興
へ
る
。

、
、
、
、
、

以
上
の
考
察
を
要
約
し
よ
ろ
。
財
J
が
個
別
商
品
た
る
を
商
品
群
た
る
と
に
拘
り
た
〈
、

M
ε
H
M肉、
C
H
R
J
M
ζ
+
3
M
g
+ー
:

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

君
主
凶
器
、
と
す
る
と
昔
、
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
の
構
成
に
於
て
商
品
群
は
個
別
商
品
と
金
〈
同
様
に
取
扱
っ
て
差
支
へ
左
い
。
己
れ

が
以
上
の
考
察
の
蹄
結
で
あ
る
。
更
に
ヒ
ツ
タ
ス
は
凶

E
〈
。
た
る
と
と
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
が
‘
そ
れ
だ
け
で
な
く
代
用
の
項
の

ibid. p. 132-133 

+ 
Hick包.4) 



六
個
の
性
質
を
凡
て
旬
が
満
足
す
る
こ
守
と
ャ
換
言
す
れ
ば
、
個
別
商
品
主
可
能
友
限
り
商
品
群
に
吸
牝
し
て
し
ま
っ
て
此
の
商
品
群

を
改
め
て
一
個
の
単
一
商
品
と
見
倣
す
揚
合
に
も
、
代
川
の
項
は
同
様
の
性
質
を
保
持
す
る
と
ム
」
が
示
さ
れ
る
。

Mm
し
此
の
知
に
は

と
と
で
は
立
入
ら
た
い
。

最
後
に
二
つ
の
商
品
群
が
あ
る
揚
合
に
つ
い
で
白
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
を
考
へ
ょ
う
。
い
ま
、
上
記
の
如
〈
ー
か
ら
叫
ま
で
の

」

1

t

商
品
が
群
を
形
成
す
る
の
み
在
ら
や
、
吏
に
‘
+
か
ら
叶
ま
で
の
商
品
も
今
一
つ
の
群
を
形
成
す
る
と
し
よ
う
(
勿
論
苦
+
『
恥
い
お
と
す

叫

η

る
)
。
前
と
同
様
に
此
の
第
二
群
の
諸
商
品
の
特
定
白
杓
鮒
侭
絡
比
ぎ
、
富
士
.
2
、

s
t
・
:
一
ヨ
、
ぜ
告
を
採
っ
て
、
前
と
同
様
に
、

此
の
第
二
商
品
群
の
債
格
，
T
及
び
数
量
U
e
E
定
義
す
る
。
然
る
と
き
、

著

書

道

十

町

(
H
g
M
Q一宅
H
M
5
6
M関
与
'
ヨ

H
M
S
M
J
言、

hg

e
H
W
1
h
y
g
+ド

S

S
守
申
a陶

H
M抽出十三
s
u
g

司

令

、

由

む

、

(
H
也

)
!
!
i
l
H
I
C
i
-
-
l
+
M門
戸
。
、

q

H

白
l
h
H

と
な
る
o

こ
れ
に
よ
っ
て
、
消
費
針
象
内
に
二
個
(
又
は
二
個
以
上
)
の
商
品
群
が
存
生
す
る
揚
合
に
於
て
も
、
或
る
商
品
群
G
と
任

意
白
財
J
(
向
品
群
に
で
も
よ
ろ
し
い
)
と
の
問
の
代
用
白
項
を
倒
の
方
法
で
定
義
す
る
限
り
、
夫
々
。
商
品
群
を
阜
一
商
品
と
宥
倣
し

て
取
扱
ひ
得
る
こ
と
が
知
れ
る
。

上
記
の
如
き
商
品
群
の
定
義
、
た
ら
び
に
商
品
群
と
特
定
商
品
ム
」
の
問
の
代
用
白
項
白
定
義
か
ら
し
て
、
先
に
第
~
節
の
最
後
で

列
曲
帯
し
た
如
昔
代
用
の
項
目
諸
性
質
の
経
済
率
的
意
味
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
と
と
が
で
垂
る
。

ω仰
に
つ
い
て
は
就
に
明
瞭
で
あ
る

商
品
群
に
劃
す
る
需
要

第
五
十
五
巻

五四一一一

第
五
擁

五



商
品
群
に
摘
す
る
漏
盛

第
五
十
王
巻

主
円
凹

第
五
銑

ヲ五

か
ら
、
間
以
下
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
る
。

先
づ
、
法
揮
の
折
象
止
な
る
仇
種
類
白
商
品
の
伺
格
が
凡
て
む
ら
な
〈
、
同
一

O
比
率
を
以
て
、
騰
落
す
る
揚
合
主
考
へ
る
。
印

一
つ
の
商
品
群
を
形
成
す
る
場
合
で
あ
る
。
貸
融
市
所
得
M
が
不
授
で
あ
る
限
り
、
煩
格

の
騰
落
に
件
っ
て
、
首
然
均
衡
の
位
置
は
陣
位
す
る
。
然
し
、
此
の
揚
合
諸
商
品
聞
の
相
針
俄
格
は
不
同
盟
な
の
で
あ
る
か
ら
、
此
白

需
要
の
時
四
動
は
相
針
侭
格
白
境
動
に
際
宇
る
も
白
で
は
あ
り
得
在
い
。
そ
れ
は
専
ら
寅
質
所
得
の
鑓
化
だ
け
に
由
来
す
る
と
と
ゐ
の

ち
杢
消
費
到
象
が
、
打
っ
て
一
丸
と
た
り
、

も
の
で
泣
け
れ
ば
た
ら
也
。
要
す
る
に
商
品
相
克
問
の
代
用
は
あ
り
得
な
い
。
乙

ω
こ
と
は
巨
視
的
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
同
の
宜
味

f
z
と
と
ろ
は
此
の
平
凡
な
事
寅
に
他
な
ら
な
い
白
で
あ
る
。
此
の
事
情
は
交
の
如
く
に
し
て
郁
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
か
に
此
の
揚
合
前
怖
の
削
(
商
品
群
が
合
む
側
別
両
品
の
縄
掴
の
蚊
)
は

η
ピ
等
し
い
。
従
っ
て
問
問
は
夫
々

C
H
S
Z
M
+
 

F

I

E

S

 

叫
吋

l
H
l
q
1
叫
即
+
旧
喜
一
Eh

l

s

，
 

在
る
形
を
と
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
何
は
削

s
g
w
-
た
る
と
と
に
他
た
ら
ぬ
か
ら
、
仰
に
於
て
右
越
第
一
一
項
、
即
ち
代

開
放
川
市
の
項
は
消
え
て
、
領
特
鑓
動
よ
り
生
宇
る
需
要
の
時
現
動
は
た
だ
所
得
妓
果
の
み
に
依
存
す
る
と
と
に
た
る
。
即
ち
、
川
が
意

味
す
る
と
と
ろ
は
、
凡
で
の
債
格
が
一
様
に
騰
落
す
る
と
昔
、
代
別
殺
川
却
は
、
余
慣
と
し
日
と
れ
を
見
れ
ば
1

趨
ら
な
い
と
い
ふ
、

(
同
号
)

i
a
+
a
P
A
S
 

(
回
同
)

自
明
の
事
貨
で
あ
る
。

此
の
場
告
に
も
、
個
別
的
に
欄
自
訴
す
れ
ば
、
代
用
数
呆
は
消
え
て
は
ゐ
な
い
。
舟
尚
品
償
格
が
咋
だ
け
騰
貴
す
る
在
す
れ
ば
、
倒
格
舟
は

、
‘
.
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
.
.
 

s
b
u
ι
け
騰
貴
す
る
。
・
と
こ
ろ
で
今
h
だ
け
が
斯
様
に
捜
到
し
た
と
す
れ
ば
、
と
れ
に
劃
し
て
財
J
白
需
要
最
は

宣

言

h

l
引「
A
V
u
g
(
l
与
し
1

「
+
M
E
)
今

ξ
e

由ミ

A 
，込

町‘

n 

(
凶
凶
)



だ
け
捜
動
ず
る
。
甜
前
此
の
場
合
代
用
数
果
の
項
は
消
え
る
わ
げ
で
は
な
い
o
l
-
-然
L
、
此
円
場
合
縫
到
す
る
僧
絡
は
却
諭
一
つ
だ
け
で
は
な
い
。

ん
か
ら
内
主
で
凡
て
に
わ
た
る
6

続
り
て
財
J
ω

需
吏
の
繍
際
化
全
世
に
於
け
る
代
用
数
果
を
H
A

る
た
め
に
は
、
上
記
の
例
則
的
な
る
代
用
設
呆
宇
佐
総
計

せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
離
も
今
回
場
合
、
倒
格
は
凡
で
一
様
に
務
到
す
る
。
此
の
帳
創
刊
を
と
り
入
れ
て
考
へ
れ
ば
、
財
J
白
需
要
の
鑓
化
卒
一
概
に
於
け
る
代
用

致
果
は
、

母
国
岡

ζ

+

3

目

』

十

+

州

G
B
M
s
h

)
 

に
等
し
い
@
(
叫
叫
に
於
て
Z

を
ー
か
ら

n
宮
で
狸
へ
で
純
利
せ
よ
O
)

仰
は
此
の
式
が
容
に
等
し
い
こ
と
を
嵩
叫
す
る
が
、
栴
念
的
に
ま
へ
ば
、
此
の
場

合
、
此
町
長
睦
止
し
て
の
代
用
数
果
が
消
え
る
こ
と
、
即
ち
代
用
が
命
保
沿
い
と
い
山
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

l
s
s
 

中
叫
に
例
M
U
剖
』
訴
さ
阿
輔
、
八
-
に
り
い
て
は
、
既
に
ヒ
ツ
ク
ズ
で
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
、
そ
れ
は
、
商
品
群
に
到
す
る
械
製

は
、
代
用
曲
以
来
の
み
に
つ
い
て
い
あ
限
り
、
訪
商
品
群
の
傾
栴
騰
封
に
と
も
な
っ
戸
滅
φ
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
上
記
の
第
二
怖
に

於
け
る

MZb〈
。
に
同
ピ
い
J

E

同
tJ 
ι〉
巧
禁

法
三) ~士
の (v)

塑 tイ
M 、
旦I15

t< 
智正

彦 ¥f
j主 ζ
「 も
~直

~ !H 
と吾
寸ー コ
れ t
qn今

此金
0:; ‘' -~.- qそ
~，.(，; ~iJ 
1Z 穿4
τ了 0)

五?
山引:過

言色
此ヤ
ι 一
門柱
111 を

T 耳瓦

乙~I\

ヤム
と そ
ιっ ι〉
問他
心 (l)

ft 財
)吋は
ι) fL 
考i て

11: L 

れ
を
一
お
し
て

(
正
の
莱
敢
闘
子
T
を
除
い
て
)
等
し
い
。
郎
ち
川
刊
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
選
探
剖
銀
が
一
一
括
刊
に
限
ら
れ
た
と
き
は
、
代
用
関
係
し
か

あ
り
得
友
い
つ
ん
」
い
ふ
事
貨
に
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。

s

a

 

最
後
に

(
4
C
M
M
-
E
J
g
v
-
に
つ
い
て
は
‘
此
の
不
等
式
の
左
濯
が
、
仰
に
於
て
富
士
Hww
と
置
い
た
も
白
に
(
一
止
の
莱

や

M
H
U
U
S
Z

数
凶
子

Tγ
を
除
い
て
)
等
し
い
と
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
今
会
消
費
針
拍
棋
を
ー
か
ら
明
ま
で
の
商
品
よ
り
成
る
群
と
残
徐
白

金
商
品
よ
り
成
る
群
と
の
ご
つ
の
商
品
群
に
剖
然
と
二
分
す
る
ム
」
昔
、
此
の
二
つ
白
商
品
群
白
同
の
代
用
DP
項
が
正
で
あ
る
こ
と
、

即
ち
此
の
こ
う
白
商
品
群
が
ム
礼
に
代
用
的
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
川
白
意
味
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
明
か
に
そ
れ
は
、
上
記
と
同
様

に
、
選
揮
釘
象
が
ご
財
し
か
友
い
揚
合
は
、
抽
出
元
関
係
は
現
は
れ
一
泣
い
、
と
い
ふ
己
主
」
に
ア
ナ
ロ
ガ
ス
で
あ
る
。

主
凶
五

商
品
群
に
封
ず
る
給
要

第
五
十
王
巻

第
五
披

立E

と有しは Hicksが撞々mひてゐる論法であ墨。例へr.ribid. p. 33 を見よ。
Hicks.; ibid. p. 47 

1) 
2) 



商
品
群
に
謝
す
る
需
要

崎
県
五
腕

li 
同

第
五
十
五
容

五
四
六

伺
此
の
最
後
白
性
質
に
つ
い
て
、
ヒ
ツ
ク
ス
は
「

n
種
類
。
商
品
を
二
群
に
分
ち
、
一
群
よ
り
的
を
と
り
他
砕
よ
り
匂
を
と
っ
て

式
守
旬
、
目
、
を
つ
く
る
と
昔
、

M
凶
3
3
u
p弘
は
必
帝
王
で
あ
る
」
こ
と
を
表
す
と
説
明
す
る
が
、

る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
若
干
の
疑
問
一
泣
き
を
得
た
い
。

百
々
は
か
く
の
如
昔
説
明
に
止

四

商
品
群
内
部
に
於
て
相
封
債
格
が
不
愛
で
あ
る
た
ら
ば
、
該
商
品
群
と
任
意
の
一
商
品
と
回
開
白
代
用
の
項
を
趨
常
に
定
義
す
る
限

り
、
該
商
品
群
を
翠
一
商
品
と
看
倣
し
て
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
が
構
成
さ
れ
件
、
そ
の
代
用
心
項
は
既
知
の
六
個
の
性
質
を
満
足

す
る
。
そ
の
内
部
で
相
針
債
格
が
不
療
な
る
商
品
群
は
、
此
の
意
味
に
於
E
、
車
一
の
商
品
と
同
様
に
取
扱
は
れ
得
る
。

己
れ
が
己
れ
ま
で
の
考
察
の
蹄
結
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
考
察
原
理
が
最
も
顕
著
江
主
の
殻
果
を
後
揮
す
る
の
は
、
W
A
a

ろ動問畑中

的
理
論
に
於
て
で
あ
る
。
主
れ
ま
で
吾
々
は
静
事
的
理
論
を
過
し
て
此
の
考
察
原
却
の
内
容
を
明
か
に
し
て
来
た
が
、
攻
に
再
々
は

そ
れ
が
動
車
的
混
論
陀
ど
う
混
用
さ
れ
る
か
を
見
よ
う
と
忠
ふ
。
ヒ
ツ
ク
ス
(
「
慣
値
と
資
本
」
)
に
於
て
は
、
鍛
惑
の
順
序
は
大
館
、

企
業
者
の
生
産
計
聾
(
第
十
五
・
十
六
・
十
七
章
)
よ
り
消
費
者
の
消
費
計
課
(
傍
十
八
章
)
K進
む
り
で
あ
る
が
、
便
宜
上
己
ミ
で
は
消

費
計
聾
白
分
析
に
於
け
る
此
の
考
察
隊
現
の
諮
問
だ
貯
を
取
扱
ム
。
此
の
一
考
察
原
現
の
油
川
に
於
て
解
析
的
展
開
を
試
み
る
E
と
に

主
っ
て
、
吾
々
は
ヒ
ツ
ク
ス
の
女
率
的
乃
至
概
念
的
な
る
絞
遁
の
理
論
的
内
容
を
簡
明
週
梓
に
再
現
し
得
る
と
信
中
る
。

さ
て
、
先
づ
問
題
D
構
成
そ
の
も
り
に
つ
い
て
説
明
を
要
す
る
が
、
然
し
乙
t
h

で
は
、

動
皐
的
一
般
均
衡
(
ヒ
ヴ
ク
ス
の
所
調

耳
目
吉
田
4
2
E
Z
E目。『
F
n
z。
wm官
同
町
田
)
が
如
何
在
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
り
却
論
に
於
て
「
週
L

「
計
聾
」
「
暗
闇
想
」
左
ど
D

某
礎
的
範
鳴
が
ど
う
取
扱
は
れ
る

h
、
ま
た
「
詮
券
L

「
貨
幣
」
在
ど
が
ど
う
魔
却
さ
れ
る
か
、
「
利
子
歩

A
D
や
「
理
想
の
弾
性
」
左

H

と
が
ど
う
取
入
れ
ら
れ
る
か
、
此
等
の
問
題
に
立
入
る
い
と
ま
は
た
い
。
己
主
で
は
此
等
の
宰
柄
は
既
知
と
し
て
、
直
ち
に
、
此
白

ibio_ p. 311 
ibin. ch. JX 
ibid. ch. XI 

Hicks 
Hicl乞S

Hicks; 

)

)

)

 

3

1

2

 



止
め
ね
ば
な
ら
ね
。

消
費
計
聾
の
分
析
に
使
用
さ
れ
る
諸
礎
教
四
記
琉
を
表
示
し
、
此
白
記
就
去
に
闘
す
る
限
り
に
於
て
、
問
題
の
構
成
を
説
明
す
る
に

「:tl:… 週四凪知H:入れぬ記鵠

1 2 ，........ n 1 2 ー匁

師
揮o週 "0 苫" '"' -， 一むん _.，ぬ

品
第 1週 1i11 ~~l '.1 xμ+1 Xrl+~ X2n 

鴇

要 停 ν週 ~1 \1 h~ E叫 ν x，司+lX¥I-n+l X.v 

商 第 O週 1:'11) T20 p司。 h t， pnO 

品 第 1週 Tll Tu p沼1 2司+1 }n+宝 t宮4

f貰 ....... 

格

利子日 2i= the rate 山 te耐 p…ekい oans()f t weeks 

d割ISC 引 rEa有UoM| 11  ( ount hzI1τn-， 13/ 日干i;)t

sニ闘Y'惇ヲtcのm記聞臨の 商品債格 slTU=Ttn制
(=disc，ounted value of the expected price ):I.t ) 

商
品
群
に
封
す
る
需
要

己

L
で
五
口
々
は
、
吾
々
が
問
題
と
す
る
消
費
者
は
今
後

ν

週
間
に
わ
た
う
て
そ
の
消
費
計
書
を
編
制
す
る
と
俄
定
す
る

が
、
此
の
前
提
の
下
に
於
て
便
宜
主
三
種
の
記
競
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
す
る
。
週
の
匝
別
を
入
れ
た
与
E
E
]
4
m
Z己
と

週
D
匝
別
を
入
れ
ぬ
ヨ
ヨ
ぎ
-
4
5
E
と
が
こ
れ
で
あ
る
。

前
者
に
於
し
は
濁
乙
文
字
を
用
ひ
、
と
れ
に
財
の
種
類
を
表

す
添
字
と
週
E
表
す
添
字
と
二
重
の
添
字
宇
一
附
す
る
c

後
者

に
於
て
は
イ
タ

F
ツ
タ
を
用
仏
、
添
字
は
一
つ
、
ー
か
ら
N

ま
で
過
し
た
も
の
を
用
ひ
る
(
但
L
h
H
寺
ナ
ご
品
。
暫
〈
此

の
記
続
表
に
於
て
「
週
白
区
別
を
入
れ
ぬ
記
械
の
シ
ス
テ
ム
」

及
び
「
二
つ
の
記
銃
シ
ス
テ
ム
問
の
関
係
」
は
伏
せ
て
、
専

ら
「
週
円
一
回
別
を
入
れ
た
記
披
シ
ス
テ
ム
」
「
利
子
歩
合
」
「
割

引
率
」
た
つ
い
て
説
明
す
る
。

t" 
先
づ

Tno商
は品
カ 債
l 格
レ p
y v 
ト系
白 列
慣に
格っ
と ν、
して
ず 見
、る
~。

ヌロ
会 第

華誼
が o
11!i! t" 

傍
王
十
五
巻

宜
四
七

五
五

骨
五
腕



第
五
十
五
巻

第
五
抗

王
~ 
/、

商
品
群
に
劃
す
る
需
要

定
さ
れ
て
ゐ
る
以
土
、
個
々
の
経
桝
雫
帥
聞
に
と
っ
て
所
輿
と
宝
石
徹
さ
れ
る
。
吠
陀
恥
以
下
の
慣
格
は
、
そ
の
生
起
時
黙
が
照
市
却
に
腐
す

主
四
八

d 

Z
以
上
、
預
想
に
於
て
し
か
存
し
得
宇
、
従
っ
て
エ
ク
ス
ベ
ク
下
さ
れ
た
債
格
で
あ
る
が
、
此
の
如
〈
見
込
ま
れ
た
も
白
と
し
て
所

興
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
商
品
債
格

p
の
系
列
は
問
題
に
と
っ
て
興
件
を
注
す
。
次
に
利
子
歩
合
・
匂
の
系
列
忙
つ
い
て
は
、
内

(
今
週
貸
付
け
ら
れ
車
遡
排
済
き
れ
る
貸
借
の
利
車
)
は
、
カ

1
レ
ン
ト
の
利
子
歩
合
と
し
て
憤
然
所
輿
で
あ
る
。
旬
以
下
は
、
現
賞
忙
市
場

で
定
ま
る
か
、
或
は
見
込
み
に
於
て
典
へ
ら
れ
る
か
、
何
れ
に
せ
よ
、
己
れ
亦
問
題
の
興
件
秒
一
在
す
。
縫
っ
で
ま
た
割
引
率
品
も
凡

て
問
題
の
興
件
に
属
す
る
。

か
く
白
如
く
、
債
格
及
び
利
率
白
系
列
を
所
奥
と
し
つ

it
カ
1
レ
Y
干
の
需
要

L
L

μ
及
び
今
後
白
需
要
D
計
書
量

L

-
;
以
下
を
誼
営
に
決
定
し
て
、
計
裳
が
包
含
す
る
現
在
及
び
未
来
の

め
る
こ
と
が
、
訪
問
白
問
題
亨
あ
均
的
。
此
の
意
味
に
於
て
、

E
で
表
は
さ
れ
た
商
品
需
要
は
問
題
に
と
っ
て
未
知
数
で
あ
る
。
品
川
此

(
セ
+
同
)
週
間
の
会
慨
に
わ
た
る
欲
望
満
足
を
極
大
た
ら
し

自
揚
合
Z
い
は
負
で
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
が
負
の
揚
合
、

Z
の
絶
封
値
は
商
品
供
給
量
を
表
は
す
と
と
と
な
る
。

そ
れ

λ
¥
町
一
週
四
そ
れ

λ
¥の
財
の
需
要
を

か
く
の
如
〈
、
債
棉
群
を
所
興
と
し
つ
a
A

税
望
満
足
を
桜
犬
授
ら
し
め
る
如
〈
、

(
換
言
す
れ
問
、
需
要
白
流
れ
の
タ
イ
ム
シ
エ
1
プ
を
)
決
定
す
る
己
と
を
以
て
、
消
費
計
聾
の
動
曲
学
的
問
題
と
見
る
以
上
、
そ
の
分
析
が
第

二
仰
の
消
費
者
均
衡
の
静
尚
早
的
理
論
と
類
似
の
構
造
を
持
つ
に
到
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
か
く
T
、
同
種
商
品
に
針
す
る
相
異
る

週
の
需
要
を
以
て
異
種
商
品
に
封
ず
る
需
要
と
看
倣
す
た
ら
ば
、
静
曲
学
的
選
探
理
論
を
動
感
化
す
る
た
め
の
最
初
。
最
も
基
本
的
k

z礎
石
が
置
か
れ
る
ち
γ

此
の
執
を
一
厨
明
暗
聞
に
表
現
し
よ
う
ヲ
と
す
る
の
が
'K
記
の
記
続
表
忙
於
け
る
「
週
の
原
別
を
取
入
れ
ね
一
記

披
シ
ス
デ
ム
」
で
あ
り
、
さ
し
首
り
は
そ
の
商
品
需
嬰

m
の
部
分
で
る
る
。

然
し
消
費
者
は
そ
の
消
費
汁
棋
の
繍
制
に
首
っ
て
、
勿
論
無
保
件
に
致
用
耐
州
大
聖
追
求
し
得
る
・
酌
け
で
は
た
く
、
何
ら
か
の
拘
束

とLでば先物取引は干'(;(0.-ないも"'<する。室た、教想自た上りなさ (nncer-
tainty)にか与はら干、事量想慣梼が一義的に決定されたも白と見られる所以に
ついでほ、差常り Hicb:ibid. pp. IZS-I26 を見よ@
oJIte:>場合、致用両投はU (~1O， """， ~叫 ~ll ， ......， !1I1; ・..，川 ， 'nνL 

3) 

4) 



保
件
に
従
は
ね
ば
註
ら
血
。
然
し
「
設
雰
」
及
び
債
依
貯
時
間
手
段
と
し
て
の
「
貨
幣
」
、
更
に
は
そ
れ
ら
相
互
間
の
代
用
関
係
た
ど
を

考
慮
す
べ
き
動
間
半
的
担
論
に
於
?
、
此
の
拘
束
僚
件
が
栂
段
一
花
複
雑
化
す
る
己
と
は
直
ち
に
明
か
で
あ
る
。
然

L
、
ヒ
ウ
ク
ス
が
論

巳
ょ
う
と
す
る
の
は
、
此
の
拘
束
僚
件
が
極
度
民
単
純
化
さ
れ
て
上
記
の
プ
ゼ
ツ
ト
・
イ
ク
エ

1
シ
ヨ

y
仰
と
殆
ん

E
同
一
白
構
浩

を
持
ち
、
従
っ
て
消
費
者
均
衡
の
静
撃
的
理
論
が
直
ち
に
.
形
式
的
に
は
何
ら
の
修
疋
を
要
せ
・
干
し
て
、
動
噂
化
さ
れ
得
る
揚
合
で

あ
っ
た
。
邸
ち
、
ヒ
ツ
ク
ス
は
、
ネ
1
ベ
ン
ベ
デ
ィ
ン
グ
V
グ
が
、
円
山
を
所
輿
・
と
し
て

(
目
印
)

匂
富
岡

I
T
L
3
3
+
・

+』
UNZ足、
H

剛、

(
F
H
)
 

向日

1
3
h
a

友
る
形
に
於
て
た
w
h

一
つ
し
か
有
在
し
な
い
揚
合
を
取
扱
ふ
。
勿
論
、
ヒ
ツ
ク
ス
で
は
、
か
〈
の
如
苦
J
で
は
な
〈
刊
で
そ
れ
と
結

ば
れ
る
如
昔
円
山
だ
け
が
考
へ
ら
れ
、
「
牧
入
の
消
費
支
出
超
過
頼
は
凡
て
詮
券
購
入
に
克
て
ら
れ
現
金
の
形
態
で
は
少
し
も
保
蔵
さ
れ

Aやv」
ム
と
」
の
前
提
の
下
に

RJ
町

J汗吾

rz。〈5p旦7E口gい。
ο旦hご片号F
。

ω昂叩自の2己E司ロ旦M見吾丹c言】克Em邑ω。虫M
古。目の
E叶耳巾包ユ門百
O
Eぐ
sω-z〕出o自0自凶ロ凶
R』-こ』

凶窃ω
門百。

zrro
唱立
-Eω
日門品凶苫口
E『=戸5ヨ忍同円
F「z0司胃。ロ
E。斗。え「ご同
F『
σ
目司1νL}r釦
=
ロ
竺
、
と
、
と
し
て
、
或
は
詮
特
券
砂
慎
格
の
柑
鐙
叫
動
が
噛
殻
隅
想
さ
れ
由
血
似
場
合
の
柏
預
胤
刷
↑
調
印
期
間
中
。

手
持
詮
雰
額
の
増
ふ
と
し
ず
、
そ
れ
が
意
味
づ
同
り
ら
れ
る
欣
れ
ど
も
、
然
し
己
れ
に
よ
っ
「
詮
匁
需
要
乃
至
貸
幣
需
要
の
榔
浩
に
於

け
る
本
質
的
な
部
分
が
把
え
ら
れ
た
と
見
時
間
い
と
と
は
、
依
然
と
し
て
嬰
り
友
い
。
田
支
見
そ
れ
は
、
不
1
ベ
ン
守
ヘ
デ
ィ
ン
グ
ン

r
に
静

康
的
理
論
の
プ
ゼ
ツ
ト
・
イ
ク
エ

1
シ
ヨ
ン
と
類
似
白
構
造
を
興
へ
、
よ
っ
て
以
て
静
準
的
視
論
の
直
接
の
ド
ラ
Y

ス
レ
l
v
ヨ

y

忙
於
て
消
費
計
葺
白
動
皐
的
理
論
を
構
成
せ
ん
が
た
め
の
一
技
巧
に
他
な
ら
ぬ
。
消
費
計
一
査
の
分
析
を
か
ぐ
の
如
昔
前
提
か
ら
解
放
し

て
、
設
傘
需
要
・
貨
幣
需
要
の
構
誌
を
一
居
現
質
的
た
親
貼
よ
り
分
析
す
る
と
と
は
、
現
代
経
梓
現
論
の
一
つ
の
重
要
在
課
題
に
属

す
る
が
、
そ
れ
は
己
主
で
の
問
題
で
は
友
い
。

尚
品
群
に
謝
す
る
需
要

部
五
十
五
巻

第
五
続

五
七

五
問
九

或は週四直別を入'"由記掠を用ひて、 zt(:1::"1> x2~ .• .•• _， X1V)なる形のものであ
ると考へられる。真に Hicksでは此の設問函主主(或は殺用目指数回函数)は手
持白設券及tJ'現金白量に independentなも白と見られてゐる。
Hicb: ibid. pp. 202-203 5) 



商
品
群
に
謝
す
る
需
要

揮
五
十
五
巻

第
五
蹴

空五

八掴

四
五

O

さ
て

#
1
ベ
ン
ベ
デ
イ

Y
グ
y
グ
が
た
w
h

一
つ
、
し
か
も
仰
の
形
に
於
て
存
在
す
る
と
き
、
消
費
者
均
衡
乃
京
消
費
計
書
の
理
論

が
、
第
一
節
の
開
準
的
理
論
と
、
会
く
同
じ
構
造
を
も
つ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
添
字
包

J
を
ー
か
ら
細
川
ま
で
と
る
代
り
に
ー
か
ら

N
ま
で
と
る
己
と
ミ
し
、
記
時
四
M
を
記
続
J
で
置
き
換
へ
さ
へ
す
れ
ば
、
直
ち
に
そ
れ
は
消
費
計
寄
り
動
車
ナ
的
明
論
と
友
り
、
向
か

ち
山
判
ま
で
白
式
投
ぴ
民
代
用
の
項
の
六
個
の
性
質
は
そ
の
ま
与
安
神
高
し
績
け
る
。
勿
論
此
の
揚
合
の
用
料
併
は
謂
は
ピ
友
ま
の
債
格
ド

で
は
な
く
、
割
引
さ
れ
た
債
格

P
で
注
け
れ
ば
た
ら
む
。

以
上
白
己
と
を
前
提
し
な
が
ら
、
上
記
D
商
品
群
白
親
知
が
消
費
計
聾
の
動
撃
的
問
題
に

E
う
導
入
さ
れ
る
か
を
見
ょ
う
。
此
白、

問
題
は
、
日
慎
格
愛
動
の
妓
呆
の
問
題
と

U
利
子
歩
合
の
嬰
動
の
曲
以
来
の
問
題
と
に
A
A
れ
る
が
、
一
般

r
、
前
者
に
つ
い
て
は
縄
類

f

L

f

L

〆

に
縫
う
て
類
別
さ
れ
た
商
品
群
白
概
念
、
即
ち

( 

t。
串

) 

唱

N
H
b
h
C十
』
己
平
h
p
t
+

・・

+MF手
h
a
E
t

が
役
立
ち
、
後
者
に
つ
い
て
は
週
に
従
っ
て
類
別
さ
れ
た
商
品
群
の
概
念
、
即
ち

(
同
町
)

c
h
u
吉
弘
に
+
吉
弘
同
h
+

+
甘
ミ
刊
誌
地

が
有
用
で
あ
る
。
以
下
此
D
賠
に
つ
い
て
諭
や
る
。

m
今
M
J
D
第
T
週
白
暗
闇
想
債
格
恥
が
費
動
し
、
然
も
、
此
の
費
動
は
他
の
如
何
在
る
債
格
と
も
杢
〈
無
関
係
に
趨
っ
た
と
す

る
ロ
此
の
揚
ム
口
、
財
J
以
外
の
他
の
穂
類
の
財
の
そ
れ

A
¥
陀
於
で
、
各
週

m慣
格
の
聞
の
比
率
ほ
常
然
不
措
置
で
お
る
。
(
伺
格
そ
の

も
の

が
不
慢
で

匂ぜあ
ヰ る
同 渇ミ

坊主 ら

二干、 J 

警裂
あ目、も
そ町三容

従"
つあ
てる
止七 由適

合ら
目、

合宵I

J型
主.n
除た
く債
他 格
四 円

型自
制の
ρ 比

明 率
d古も

5苧
い ね
て。、

言己
種由主
類的
日IJ に

に 云
商 へ
品 ば
群』
フ~{ .:; 

震?
て

き
る
。
更
K
使
宜
上
、
ウ
エ
イ
ト
叫
と
し
て
割
引
さ
れ
た
債
格
却
を
用
ふ
る
己
と
L
す
れ
ば
、
此
白
商
品
群
白
裁
量
は
川
町
で
定
義
さ

此D場合Mが/で和きへ ιれ~ことによって、所得量生呆の意味に若干の捜化
を生子る.:， cf. Hicks: ibid. p. 231. 
H1Ckb: ibid. p. 197. 
但L.I=I， 2， ......， J-I. J+I， ， n 

6) 

7) 
8) 



れ
た
山
で
測
ら
れ
る
。
従
っ
て
今
此
の
商
品
群

P
と
第
T
越
に
需
要
さ
れ
る
財
ー
と
の
闘
の
代
川
の
引
を

M
R
h
h
d
t
で
去
は
せ
ば
、

白山
W
H

由
『
h

l
i
l
-
-
H
l治
宝

+
I
l
-
-
+
M
C
ヨ牛、

B
Y切

手

、

、

P
H

(
回
申
)

を
得
る
。

突
に
債
格
後
想
。
弾
性
が
一
一
な
る
揚
合
を
論
宇
る
。
例
へ
ば
財
J
の
今
週
の
債
格
h

仰
が
一
一
割
騰
貴
す
る
と
昔
、
と
れ
に
膝
巴
て
経

桝
主
憶
が
綿
来
。
債
格
も
凡
て
、
従
前
の
一
晴
朗
想

ι比
し
て
、

一
割
だ
け
騰
貴
す
る
と
激
怨
す
る
、
挽
言
す
れ
ば
、
そ
の
換
想
債
格
を

凡
て
一
一
割
だ
け
引
上
げ
る
‘
こ
れ
が
橡
想
弾
性
宅
な
る
揚
合
で
あ
る
日
明
か
に
此
白
場
合
財
J

O
各
遡
白
債
格
相
互
悶
の
比
率
、

廿

-e
，
す
お

』

5
5
t
も
不
療
で
あ
る
。

-
t
b
も
、
亦
司
、
・
匂
午
、

従
っ
て
此
の
揚
舎
に
は

財
J
に
つ
い
て
も

(
他
白
種
類
白
財
は
担
論
)
、

種
類
別
O
商
品
群
を
形
成
し
得
る
が
、
吾
々
は
此
の
商
品
群
。
大
さ
も
前
と
同
様
忙
叫
で
定
義
さ
れ
た
伊

¥
で
測
り
、
そ
D
債
格
を

T
と
す
る
o

然
ら
ぽ
、
商
品
群
ー
と
商
品
群
J

ム
」
の
代
用
白
間
の
項
を
型
、
で
表
は
し
、
商
品
群
J

と
第

t
週
に
需
要
さ
れ
る
財
ー
と
O
問
。
代
用
。
項
を
早

k
t
で
去
は
す
と
き
、
F

3

3

4

h
同
H

l

p
品
川
V
+岡
旬
、

白

吋

，

、

白

」

ι

(

叩

担

)

団

中

ほ

沖

H

l

b

問
時
同

+
M問、
t
i

白

叶

也

』

4

〉

を
得
る
。
ヒ
ウ
ク
ス
が
特
に
取
扱
っ
た
白
は
、
己
れ
に
於
て

H
H
H
H
た
る
場
合
で
あ
り
、
更
に
殺
が
会
E
Z
E
C
C
E白

2
4
H
C因
。
こ

J
O
B
-
o
E
8
5ロ
q
z
R
C自
の
る

't
呼
ん
で
問
題
忙
す
る
の
は
、

K 
Sぞ
け
る

岡
お
吋
晶、
， 
1 " 丸お

の手
lE il 
害1凶ぜ
あき?

Q川 z
" 沼
崎

十、

" t 

(
回
也
)

商
品
群
に
針
ナ
る
需
要

静
五
十
王
巻

五
ブL

主主

五

第
五
観

9) Hicks: ibiq. 'p. 205 
10) Hicks: ibid. d. 231 
ll} Hicks: ibid. pp. 207-212 
12) Hicks: ibid. p. .:U5・



保
五
十
vn
巷

弾

五

都

U
次
忙
利
率
縫
動
山
一
被
県
心
分
析
に
及
び
た
い
。
此
の
揚
合
商
品
偵
格
は
一
切
を
幕
げ
て
不
務
で
あ
る
o

従
っ
て
利
率
の
鑓
動

「

、

↑

n
と
附

の
有
無
に
拘
は
ら
や
、
そ
れ
井
¥
の
遡
に
つ
い
て
』
F
士
』

U
t
u
-
p
f
7
は
一
小
授
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
揚
合
に
は
週
引
制
川

町
得
f
l

別
の
商
品
群
が
考
へ
得
ら
れ
る
。
克
に
此
の
建
北
の
各
項
位
凡
て
山
仰
を
共
泊
に
合
む
C
M
E
十
e
u
h
w
hヤピ
-
h
M
U
S
で
あ
っ
た
)
か
ら
、
此
の

ν
断

μ
一E
'
h

共
地
閃
子
を
除
〈
と
、
以
上
の
漣
比
は
t
M
h
h
f
u
u
p
L
h
等
し
い
ロ
か
く
て
ウ
エ
イ
ト
を
此
の
一
段
ま
の
偵
格
h
仰
に
と
っ
て

F
4ド

4

一再

柑
成

L
た
の
が
、
聞
の
商
品
群

G
で
あ
る
。
更
に
己
れ
を
新
し
い
プ
ゼ
向
ノ
ト
・
イ
ク
子
l
シ
ヨ
ン
聞
に
も
ち
と
め
ば

L
ぺ
白

4
2
 

b
刻
一

(
u
s
p
e
c
e
+
E
H』

C
M
+
・
+
h
r
ピ
令
ピ
U

』

動

日

一

月

盤

M
u，

左

往

る

か

ら

、

割

引

卒

山

仰

は

商

品

群

仏

の

償

侍

と

見

ら

れ

払

。

白

畑

一

A
H
A
Y
動

以
上
の
と
と
が
明
か
に
さ
れ
た
以

k
、
利
率
緩
動
の
殻
県
の
問
題
を
取
扱
ふ
乙
と
は
容
易
で
あ
る
。
今
縫
動
ず
る
の
が
も
却
ち
'
'
岡
田

て
て
自

今
週
貸
付
け
て
第
t
週
に
柚
諒
さ
れ
る
貸
出
加
に
附
せ
ら
る
ミ
週
利
率
で
あ
り
、
然
も
そ
れ
だ
け
し
か
鑓
勤
し
な
い
と
す
る
。
此
の
結
ゲ
転

に

o

る

果

割

引

率

。

向

も

営

然

動

〈

が

、

そ

れ

に

謝

す

る

需

要

の

反

作

用

卒

は

、

・

。

る

o
f生

。
同
空
よ
由
民
ヨ
主

L

b

h

q

E

Z

D

生、
b

(
出
)
〕
「
l

引
司
l

u
札
l

H

L

R

M

b

h

d

1

+

N

R

I

M

F

3

2

記

が

か

。

』
動
動
向

司

令

崎

司

令

月

L

h

U

M

L

泊、

M

'

蹄
置
費
ら

(臼凶)割引
l
u
l

割
引
札
l
日
間
及
。
h
I
d
h
l
+
怠

i
f

は
の
白
な

に
ノ
/
ば

で
奥
へ
ら
れ
る
。
と
れ
に
於
て
M
h
a
N
十
回
及
ぴ
F
句
は
、
上
記
と
同
様
、
子
、
商
品
群
仏
と
第
T
週
に
需
雨
空
さ
れ
る
財
J
と
の
間
の
一
軒
町
お

の
だ

代
用
の
項
及
ぴ
商
品
群
円
聞
と
商
品
群
G
と
の
聞
の
代
用
の
項
を
表
す
と
す
る
。
但

L

r己
在
る
揚
合
に
は
、

J

が
ん
に
伴
っ
て
動
ア
h
f
H
へ

t

』
れ
し
加

〈
か
ら
、
特
別
の
一
考
慮
を
要
す
る
が
、
所
得
数
果
の
項
の
第
一
因
子
会
民
L
P
)
陀
闘
す
る
限
り
、
仏
を
定
義
し
直
し
て

r

6

j

3
3
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と
す
れ
ば
、
上
記
白
公
式
が
そ
の
ま
h
安
営
す
る
と
と
L
た
る
。

い
ま
仏
を
、
所
得
殺
呆
白
羽
の
第
一
因
子
に
闘
す
る
限
り
、
認
で
定
義
す
る
E
と
と
す
る
。
然
る
と
き
上
記

Dω
は

(
臼
恥
)

hr。ce+EMMqM+

+』
H
Gぜ
H
C

と
書
改
め
ら
れ
る
が
、
以
下
此
の
こ
と
を
前
提
し
た
が
ら
、
利
早
川
歩
合
が
、
上
記
の
や
う
に
個
別
的
に
で
は
左
く
、

も
同
ヒ
割
合
で
騰
落
す
る
揚
合
、
即
ち
各
週
に
つ
い
て
の
利
子
歩
合

h

H
・
九
が
凡
て
同
じ
比
率
で
、

落
す
る
場
合
、
そ
れ
ん

1
の
週
に
謝
し
て
計
聾
さ
れ
た
支
出
島
が

E
う
鑓
化
す
る
か
を
見
ょ
う
。

一
般
的
に
、
然

一
割
た
ら
一
刻
だ
け
、
騰

今
此
の
利
子
歩
合
を
一
様
在
る
挺
動
車
a
E
O
と
す
れ
ば
、

RNhpH
司
-
F
(
但
し

LEFH司
)
で
あ
る
か
ら
、
第
T
週
の
文
山
川
円
町
の
堵
分

h
c刊
は

九

υ

3

h

a

『

D

コ

J

h
p
H
H
M
l
h
R
g
I
M司
E
h
-
-
5
H
C
h
i
l
l
門
士
hphIMF守
一

h
4
2
F

恥乱

F

」

で
興
へ
ら
れ
る
。
特
に
各
週
に
つ
い
て
由
利
子
歩
合
及
び
割
引
率
の
高
さ
が
等
し
く
、
そ
れ
が
一
様
に
そ
れ
λ
¥
Z
及
び
β
で
去
は

(
臼
串
)

，0 

さ
れ
得
る
場
合
(
此
の
場
令
過
に
よ
る
ん
相
漣
は
な
い
か
ら
添
宇
は
不
必
要
で
あ
る
)
に
は

ゼ

D
E

ぜ

3
3
2
1
4
M
m
R
p
d出
主
町
、
f

と
な
る
。
己
の
式
が
重
要
で
あ
る
。
さ
て
右
越
第
二
項
に
現
は
れ
る
凶
ミ
FM可
に
針
し
て
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
が
生
産
計
護
の
分
析
に
闘

し
て
詳
論
し
」
て
ゐ
る
所
調
テ
イ
ル
テ
ィ
ン
グ

(
E
吉
岡
)
由
理
論
が
殆
ん

E
そ
の
ま
L
誼
即
さ
れ
・

M
も
F
Hが
r
の
遡
減
函
数
た
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
己
れ
と
並
ん
で
右
越
5
第
一
項
白

M
ミ

P
に
劃
し
て
は
所
謂
償
値
白
流
れ
白
平
均
矧
閲
(
P
耳
目
唱
官

E
品
。
ご
ro

t
E
E
L
S
Z
)
の
測
論
が
諮
問
さ
れ
ぞ
依
件
附
の
下
忙
於
て
数
列

{P}
が
単
調
で
あ
る
と
す
る
と
昔
、
若
L
此
の
項
が
正

た
ら
ば
、
そ
れ
は
車
調
桁
加

(
2
0
5
3
f
)
で
あ
り
、
逆
に
若
し
そ
れ
が
負
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
調
減
少

2
0
5
E
O
)
で
あ
る
常
で

荊
品
群
に
封
ず
る
需
誕

第
王
寸
五
巻

五
五

時
五
規

Cf. Hicks: ibid. p. 230 
I呈ick::.; iLid. pp. 216一 司217，326-:327. 
E王icks: ibld. pp. 187-188， 232-:134・
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商
品
群
に
劃
す
る
需
要

王
王
凹

第
五
披

第
五
十
荒
巻

j苦

あ
る
。
然
る
に
今
此
の
nw
を
文
出
と
収
入
と
の
差
と
し
て
見
直
す
た
ら
ば
、
此
の
項
佐
、
或
る

E
の
乗
数
肉
子
を
除
い
て
、
支
附
の

流
れ
の
平
均
矧
聞
と
牧
入
の
流
れ
白
平
均
期
間
と
の
差
に
等
し
い
。
従
っ
て
支
出
の
流
れ
の
平
均
期
聞
が
牧
入
の
流
れ
の
平
均
期
間

よ
り
大
た
る
人
は
、
数
列
{
余
}
が
遁
昇
的
危
人
々
即
ち
簡
は
ピ
後
で
地
掃
を
し
よ
う
と
す
る

R
R
H
L
m
E
{明
言

z
m
]
自

P
1
タ
イ
プ

白
人
で
あ
り
、
遣
に
支
川
の
流
れ
白
平
均
期
間
よ
り
も
牧
入
の
流
れ
の
木
均
期
聞
が
大
友
る
人
は
、
数
列

~ch}
が
廻
械
的
恋
人
々

即
ち
先
づ
併
り
て
後
で
返
さ
う
と
す
る

J
L
P
ロ
E
四
百

F
O
m
w
r
。
司
。
毛
号
、
，
タ
イ
プ
の
人
で
あ
る
。

と
の
と
と
か
ら
し
て
上
記
。
式

ー
に
於
け
る
右
溢
第
一
一
頃
白
所
得
数
旧
市
が
経
済
事
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
利
率
下
落
(
上
記
に
於
て
屯
い
v
g
は
前
白
タ
イ
プ
の
人
々

に
於
て
不
利
で
あ
り
、
後
白
タ
イ
プ
白
人
々
に
於
て
有
利
で
あ
る
。
利
率
下
落
に
謝
し
て
前
白
タ
イ
プ
の
人
々
は
支
刊
を
切
詰
め
凪

ば
左
ら
ぬ
し
、
後
D
F
イ
プ
白
人
々
は
支
出
を
増
加
す
る
。
上
記
白
式
白
第
一
項
は
此
の
周
知
の
事
貨
を
表
す
も
の
に
他
た
ち
由
。

か
〈
白
如
〈
に
し
て
、
利
率
下
落
が
、
金
剛
閣
と
し
て
見
て
、
現
在
の
消
費
を
増
加
せ
し
め
る
傾
向
を
有
す
る
事
貨
を
明
か
に
す
る

己
と
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
消
費
計
葺
の
分
析
由
一
つ
心
重
要
た
組
棋
を
友
ず
れ
1

吾
々
は
、
商
品
群
の
理
論
の
再
構
成
民
基
づ
い
て
、

此
の
ヒ
ツ
ク
ス
の
概
念
的
分
析
を
解
析
的
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
舌
々
は
今
絞
温
主
一
一
際
E

L
で
釘
切
る
が
、
以
上

。
鍛
漣
L
し
闘
聯
ず
る
限
り
に
於
て
、
た
w
h

ひ
と
と
と
批
判
的
註
繰
を
附
加
せ
心
ば
友
ら
む
。

そ
れ
は
、
先
に
「
傾
値
の
流
れ
の
平
均
期
間
L

の
現
論
と
呼
ん
叫
ん
も
白
に
闘
す
る
。
吾
々
の
見
る
と
己
ろ
に
よ
れ
ば
、
此
の
現
論

位
、
根
本
に
於
て
、
巨
視
的
に
極
め
て
明
瞭
友
次
の
命
題
白
適
用
に
他
な
ら
註
い
。

l
l「
己
ミ
民
草
調
教
列
{

p

}

が
あ
る
。
(
包
は

ー
か
ら
旬
ま
で
)

O

今
そ
の
単
純
算
術
平
均
を
つ
〈
っ
て
己
れ
を
切
と
す
る
。
市
叫
に
此
の
敬
一
列
に
つ
い
て
加
予
算
術
平
均
を
つ
く
る

E
と
を
考
へ
る
が
、
此
の
相
朝
合
ゆ
エ
イ
ト
叫
主
夫
々
正
(
又
は
零
)
と
し
、
然
も
此
の
ウ
エ
イ
ト
の
釆
列
{
豆
}
を
車
調
増
加
と
す
る
。

然
主
と
昔
、
若

L
原
激
列

{S}
が
翠
調
増
加
一
な
ら
ば
此
白
加
軍
事
均
は
単
純
平
均
4

よ
り
犬
で
あ
り
、

そ
れ
が
埴
調
減
少
私
ら
ば
、

Hicks: ibid. pp. 232-:236. 
定理由意味を聞で考へ bれたい。

17) 
18) 



加
草
平
均
は
草
純
平
均
よ
り
小
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
、
加
重
平
均
と
草
純
平
均
と
白
大
小
如
何
に
よ
っ
て
、
逆
に
も
と
白
翠
調
教

列
{
主
}
が

2
2
2ロ
品
聞
か
l

白

2
2出
品
。
か
ピ
判
定
さ
れ
得
る
。
L

此
の
定
現
白
説
明
は
容
易
で
あ
る
が
、
己
誌
に
は
省
略
す
る
。

と
こ

ろ
で
、
首
面
白
問
題
に
う
つ
っ
て
、
王
口
々
は
数
列
{
司
令
h
}

を
上
記
D
{
9
}
陀
見
立
て
、
ま
晶
K
t
を
ウ
目
イ
ト
叫
ム
」
見
て
此
白
定

現
在
遁
用
す
る
。
上
記
の
阿
に
よ
っ
て
、
此
の
揚
合
の
車
純
算
術
平
均
は
零
で
あ
る
。
従
っ
て
加
重
平
均
凶
売
会
¥
凶
同
と
軍
純

平
均
と
り
大
小
は
、

M
H
R
P
の
正
負
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
若
し
己
れ
が
正
で
あ
る
な
ち
ば
、
上
記
に
よ
っ
て
皐
調
激
列

{
司
令
、
}
は
増
加
数
列
で
在
け
れ
ば
友
ら
ね
。
然
る
に

F
は
t
と
と
も
に
逓
減
す
る
(
百
八
回
)
ロ
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
仏
は

ら
話
再
百
品
。
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
白
如
〈
M
U
N
R
P
V
G
の
揚
合
『
は
仏
の
タ
イ
ム
カ
7
ヴ
は
遁
昇
的
と
た
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、

M
M
R
P〈
C

の
揚
合
は

E
う
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
数
列
{
町
、
余
}
は
麺
減
的
で
な
け
れ
ば
た
ら
由
。
然
し
己
の
と
と
は
直
ち
に

G
の

タ
イ
ム
カ
l
ず

O
P
R
g
-
o
を
意
味
し
左
い
。
仏
の
カ

1
ず
は
遁
昇
的
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
遁
昇
力
が
著
る
し
〈
弱
い
揚
合
に

は
、
数
列
{
可
}
が
遁
減
的
で
あ
る
た
め
、
数
列
{
』
句
会
}
一
は
充
分
遁
滅
的
で
あ
り
得
る
。
縫
っ
て
凶
ミ
む
入
号
で
あ
り
・
支
同
の
流
れ

白
平
均
期
聞
が
牧
入
の
流
れ
の
平
均
期
間
よ
り
短
い
か
ら
ふ
」
云
っ
て
、
直
ち
に
仏
の
明
タ
イ
ム
カ

1
ヴ
が
遁
減
的
で
あ
る
と
も
、
ま
た

aa

宣
告
口
同
一
明
言

F
o
g
-
H
C
J
4
E
ω
ョ
で
あ
る
己
と
を
意
味
す
る
、
と
も
云
へ
た
い
の
で
は
友
い
か
。
更
に
ま
た
此
の
議
論
は
、
以
上
で
明
か

た
や
う
に
、
敢
列

{pf
乃
至
{
奇

9
}
が
思
調
た
と
と
を
前
提
す
る
が
、
と
の
鮪
に
つ
い
て
も
ヒ
ツ
ク
ス
は
何
と
と
も
仲
同
意
し
て
ゐ

た
い
ロ
此
等
心
軸
に
つ
い
て
ヒ
ザ
タ
ス
の
議
論
は
鮮
明
を
紋
ぐ
や
う
に
忠
は
れ
る
。

(
附
記
川

最
初
は
且
産
計
盤
的
分
析
に
於
付
る
商
品
群
楓
轄
の
遁
聞
に
も
輸
及
す
る
議
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
同
棋
の
関
係
で
省
略
し
た
。

商
品
群
に
謝
す
る
需
要

第
五
十
宜
容

軍
五
五

務
五
親

六




